日韓におけるIFRS適用とその影響 by 李 相和 et al.
埼玉学園大学・川口短期大学　機関リポジトリ
日韓におけるIFRS適用とその影響






Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
― 121 ―



















































Key words ：IFRS, IASB, ASBJ, KASB, Adoption
日韓におけるIFRS適用とその影響
The Effect and Adoption of IFRS of Korea and Japan
　
李　　　相　和・李　　　善　複




































































































































































































区分 連結財務諸表 個別財務諸表 外部監査
上場企業 3,900社 IFRS 日本基準 監査義務あり
 





























































































































2009.1 2010.1 2009.5 2010.3
２兆ｳｫﾝ以上 80.9% 98.4% 96.4% 100.0%
５千億－２兆ｳｫﾝ 54.5% 90.7% 75.6% 97.9%
１千億－５千億ｳｫﾝ 22.3% 77.0% 44.5% 83.9%
１千億ｳｫﾝ未満 11.1% 66.1% 32.3% 71.2%
全体 26.5% 75.1% 44.7% 80.1%
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れた子会社の経営成果は持分法により連結財
務諸表に反映され、支配株主持分の資本と純
利益に大きく影響されない。
　（c） 有形・無形資産の公正価値評価による
影響
　土地の公正価値評価により資本が増加する
（三星電子２兆９億ウォン、LG電子１兆１千億
ウォンなど）。機械などの減損処理により帳
簿価額が減少する場合もある。負の営業権の
20年繰入を即時に繰入れて資本が増加する
（LG2,311億ウォン、LG化学1,958億ウォン）。
　（d）その他の変動要因
　建設工事の収益認識基準を進行基準から引
渡し基準に変更し、収益減少する。債権の貸
倒引当金を将来予想額ではなく実際発生した
損失に変更し、貸倒引当金計上額が減少する。
転換社債を償却後原価ではなく、当期損益認
識金融負債として公正価値で評価し、負債額
が増加する（LGディスプレイ2,074億ウォン）。
Ⅳ　まとめ
　IFRS適用を巡る日韓の取組みを検討した
結果、＜表６＞のような差異がみられる。
　各国の立場によって、IFRSの適用に至る
背景や、目指す目標、企業の取り組み姿勢は
必ずしも同じではなく、独自の違いを抱えた
各国が会計基準の統一を図ることは決して容
易ではない。EUの事例のように、基準の一
部をカーブアウトしたり、基準の解釈が異な
る可能性はある。従って、カーブアウトの条
件や解釈範囲などについて、より詳細なルー
ルを決めることが必要となる。IFRSが将来、
米国の基準のように煩雑なものとなる可能性
もある。
　会計制度改革における方向性としては、コ
ンバージェンスからアドプションへの転換が
考えられる。自国基準とIFRSを二重保持す
る不経済性やIFRS自体の勢力拡大から、米
国、日本においてもアドプションの流れが急
速に強まると考えられる。また、日本におけ
るIFRSのアドプションはIASBと米国の合意
（MOU）の結果に影響されると考えられる。
　今後の課題としては、会計マニュアルの作
成や経理システムの変更などの体制整備の必
＜表₆＞　IFRS適用の取組みの差異
日本 韓国
アドプション
の背景
・バブル崩壊
・国際的調和圧力
・世界第２位の巨大資本市場
・IMF金融危機
・粉飾会計増加
・会計信頼度
・コリア・ディスカウント
具体的な
変化の契機
2006年同等性評価に対応するためのコンバー
ジェンス加速化(2007東京合意
KASB、2006年まで25号に至る改正成果にも拘わ
らず、国際会計基準を使用しない国として判定
IFRSのアドプ
ション宣言
・2009年、金融庁がIFRS適用のロードマップ公
表
・ASBJ、25号の会計基準書を公表、コンバージェ
ンス進行中
2007年、IFRSを翻訳して自国基準とする韓国採
択国際会計基準（K-IFRS）」を公表
IFRSの適用時
期
2010年から上場企業の連結財務諸表に任意適用、
2012年をメドに強制適用（2015年以降）を検討
・2011年からすべての上場企業の財務諸表作成
に適用、
・会計先進国TOP10入り目標
取り込み戦略
米国、EUと対等な立場で、IFRS基準開発に積極
的(資金支援、人)に参加、影響力は強い
強い意思表明しているが、全体的にみてIFRS制
定過程への影響力は弱い
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場合、財務諸表の作成に1社当り3200万ドルの追
加コストがかかるとしている。
７ 三星電子、三星SDI、三星電機、三星テクウィ
ンである。
 ８ （株）LG、LG電子、LGティスプレイ、LG化学
である。
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要性、IFRS適用の実施メカニズムの信頼性
の問題、IFRS教育と人材確保の問題、IFRS
のアドプションに必要な世界各国の協力体制
と理解等が求められる。
＜付記＞
　本稿は、東アジア経済経営学会・韓日經商學會主
催の第25回日韓経済経営国際学術会議（2010年８月
19日、韓国　済州大学校）において、李善複教授（東
西大学校，韓国）との共同研究「日韓におけるIFRS
適用とその対応」を修正、加筆したものである。
注
１ 2009年１月、IASBのボードメンバー数が14人
から16人へと増加されるとともに、地域割りが導
入された。その配分は次の通りである。北米４人、
ヨーロッパ４人、アジア４人、アフリカ１人、ラ
テンアメリカ１人、残り２人は地域を問わない。
２ 2010年３月期の年度連結財務諸表から早期適用
可能であり、日本における早期適用の予定企業は
次の21社である。伊藤忠商事、キャノン、KDDI、
新日本製鐵、住友化学、住友商事、ソフトバンク、
東京電力、日産自動車、 日本たばこ、野村HD、
パナソニック、日立製作所、富士通、三井住友
FG、三井物産、三菱重工、三菱商事、三菱電気、
三菱東京UFJ銀行、ヤマハ発動機（週刊『経営財務』
（2009.10.26）。
３ K-IFRSは、国際会計基準委員会財団（IASCF）
との著作権契約に基づき、IFRSを韓国語に翻訳
したものである。
４ ここでの適用会計基準は、一般企業会計基準で
あり、それは、現行の韓国企業会計基準を修正、
補完した便覧式の会計基準である。すなわち、
IFRSを適用しない非上場一般企業の負担を緩和
させるために簡略化を図ったものである。
５ 韓国の場合、2009年IFRS早期適用企業は（14
社であり、2010年IFRS早期適用企業は45社である。
６ SECロードマップ案によれば、米国の大企業の
